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様式第1号(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第２期美幌町自治推進委員会（第１０回） 

開 催 日 時 
平成２７年 ７月 ９日（木） 

１８時３０分 開会   １９時１８分 閉会 

開 催 場 所 しゃきっとプラザ会議室２ 

出 席 者 氏 名 

委員 旭委員、井上委員、大野委員、齋藤委員、清野委員、早田委員、 

疋田委員、平田委員、村口委員 

町  広島総務部長、露口まちづくり主幹 

欠 席 者 氏 名   

事務局職員職氏名 伊藤政策担当主査、小澤政策担当 

議 題 
１ 協働の推進に係る資料作成について 

２ その他 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

非 公 開 の 理 由 
(会議を非公開とした場合) 

 

傍 聴 人 の 数 
(会議を公開した場合) 

１名（報道関係者） 

会議資料の名称 ・冊子「協働のまちづくりで美幌を元気にしよう」 

会議録の作成方針 

■録音テープを使用した全部記録 

□録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

その他の必要事項  

（別紙） 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

 

 

 

広島総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

 

伊藤政策担当主査 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

早田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小澤政策担当 

（説明） 

 

 

 

 

 

開会 

 

自治推進委員会は、今回で１０回目となりますけど、始めさせていた

だきたいと思います。 

まず、会長の挨拶なんですけども、その前に広島部長からも挨拶をい

ただきたいと思います。 

 

仕事等があって、お疲れのところ、お越しいただき、誠にありがとう

ございます。７月の異動で総務部の方に来ました広島と申します。どう

かよろしくお願いいたします。 

自治推進委員の皆様については、美幌町の自治基本条例に基づきまし

て、地方自治をどうするか、協働の中で、どのようにまちづくりをして

いくかということで議論いただいていると思っています。美幌町の地方

自治について、根底から考えていく場だと思っていますので、今後とも、

行政を含めて忌憚のない意見の中で、良い方向に進むかたちでお願いし

たいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

政策担当主査についても、ご紹介させていただきます。名刺交換等で

も、ご挨拶が先に済んでいるかと思いますけど、７月１日の異動で、前

遠藤主査のあとに、庶務担当主査から政策担当主査に異動しました伊藤

です。 

 

伊藤と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、会長よろしくお願いいたします。 

 

 

挨拶 

 

皆さま、今晩は。 

お忙しい中、お集まりいただきまして、ありがとうございます。やっ

と、暖かくなってきたなという感じで、これからも元気よく進んでいき

たいと思います。また、第１０回目ということで、第２期自治推進委員

会も大詰めにきております。前回の会議でも、多くの意見をいただきま

して、かみ砕いた良い内容になってきております。今日も、見ていただ

いて忌憚のない意見を出していただいて、より完成度を高めたいと思い

ます。皆さまのアイディアや、ご助言をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

それでは、３番の議題に入ります。「（１）協働の推進に係る資料作成

について」を事務局の方から、ご説明をよろしくお願いいたします。 

 

 

議題（１） 

協働の推進に係る資料作成について 

 

前回５月に開催した際に、皆様からご意見をいただきまして、事前に

配布しました冊子に手直しをさせていただきました。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

小澤政策担当 

（前項に引き続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

 

 

大野委員 

（以下、質疑等） 

 

小澤政策担当 

 

大野委員 

 

 

小澤政策担当 

 

 

 

 

まず、最初に配布しました、たたき台の冊子と見比べていただくと違

いがわかるかと思います。 

それでは、１ページ目をお開きください。前回、後方の方にありまし

た写真を前方の方に配置しました。また、協働の求められる背景ですが、

文章等をかみ砕き、わかりやすいかたちに変更しました。 

続きまして、５ページ目、協働で期待される役割です。こちらに関し

ましては、見づらい等のご意見がありましたので、役割を個別に円で囲

んでみました。 

６ページ目は、解釈しやすいかたちに、短くまとめました。また、以

前は、ただ「情報公開・情報共有」と記載していたものを「情報を公開

しよう（情報公開・情報共有）」と、かみ砕いたかたちで表記させていた

だいております。 

続きまして、７、８ページ目です。こちらも写真を活用して見やすく

レイアウトさせていただきました。８ページ目に関しては、１ページ目

の写真とダブらないよう、また、実際にこのような活動をしているとい

うことがわかるように掲載させていただきました。 

９ページ目ですが、おわりにということで、実はこちらに一部訂正が

あります。「この資料は、町民・自治会・活動団体・事業者・行政という

…」ありますが、自治基本条例の第４条協働の原則の中で謳っています

協働の基本原則として「町民、議会及び行政…」となっており、行政の

文言の前に、議会を追加したいと思います。 

最後に、皆様から意見がありましたように、自治推進委員会に関わっ

た委員ということで、前委員の稲垣氏の名前も載せていただいておりま

す。 

以上、かいつまんだ説明でしたが、レイアウトの方を変更させていた

だきました。また、今回ここでご意見等いただけたらと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

 

ありがとうございました。 

前回に比べまして、かみ砕かれた部分がありますし、行政の方から押

し付けたような文言の修正も図られているように感じます。手直しをい

ただいていますが、それでも気になる部分がありましたら、挙手の上、

発言をお願いいたします。 

 

内容ではないのですが、前回のものと見比べると、紙質が変わったよ

うな。紙を変えましたか。 

 

紙ではなく、印刷機が変わったからだと思います。 

 

前の方が、色が鮮明に印刷されていた。多少ですけど。もしかしたら、

印刷の紙を変えたのかなと若干思いました。 

 

すみません。あと、色の濃さを一段階薄く設定して印刷しています。

裏表、色移りが気になるということでしたので。ですので、一段階濃く

設定すれば、色合いは良くなると思います。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

大野委員 

 

 

早田会長 

 

 

小澤政策担当 

 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

旭委員 

 

早田会長 

 

 

小澤政策担当 

 

 

早田会長 

 

 

 

 小澤政策担当 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

井上委員 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

前回は、どちらかといえば、透けていない。ということで、紙質の問

題なのかなと思いました。 

 

本刷りになるときは、この紙なんですか。それとも、もっと厚い紙に

なるんですか。 

 

できれば、見やすいかたちが一番だと思うので。今、大野委員が言わ

れたように、色合いが前回の方が良かったということで。 

 

お手元の資料でいけば、裏移りもちょっと多いかなと。せっかく見る

のであれば、印刷上、ひと工夫必要ですね。 

 

前の方がきれいですよね。 

 

今は作成過程なので。今後は、すっきり、くっきりなるのではないか

なと思います。願望的なものですが。 

 

見やすいかたちでと思っていますので。今回、レイアウトも変更させ

ていますし。 

 

ちょっと質問ですけど。今後、ホームページでも閲覧できるようにな

りますよね。あと、印刷部数は、今の時点で決まっているのですか。例

えば、３００部刷って回覧して見てもらうとか。 

 

まだ印刷部数は、特段決めていません。あと、美幌高校の手芸・イラ

スト部に依頼しています漫画版についても、随時進めています。今回、

皆様に出せればと思っていたのですけど、進捗具合がまだそこまで進ん

でいないので、今回持ってこれませんでした。 

なお、配布対象者は異なってきますので。 

 

６ページ目なんですけども、①～⑦を全部黄色で囲っているのですけ

ど、行間を白く、囲みみたいなかたちで一つひとつ黄色にした方が、見

やすかったり、読みやすかったりと、インパクトがあるように感じます

が、どうでしょうか。一つひとつを強調した方がいいように感じたので

すけど。 

 

それでは、２ページと同様に色を変えて。 

 

色は変えないで。また、これの色を変えてしまうと、わかりにくくな

るので、大切にしたい決まりごとを強調するように、①は①、②は②と

行間の背景は白色にして、それぞれ一つひとつを黄色で囲んだら、より

良いような感じがしました。 

 

参考にさせていただきます。 

 

他、ございますでしょうか。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島総務部長 

 

清野委員 

 

広島総務部長 

 

大野委員 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

 

 

早田会長 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

早田会長 

 

 

小澤政策担当 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

 

２ページの⑥ですが、「拡大する行政課題へ迅速、かつ、きめ細かな対

応が難しくなっています。」とありますが、これは何なのか。「これまで

の行政が直接サービスを提供する方法だけでなく…」とは、つまり、こ

れは行政ができないから、あなたたちでやりなさいということなのか。 

協働で何でもやるということは、いいことなのだけど、例えば、我々

が協働で何かをやったときに、行政はそれをやらなくて済む。やらなく

て済むというのは、変な言い方かもしれないが、やらなくて済んだ分、

行政は他のことをやるということなのか。行政はやることがいっぱいあ

るから、やれないところをあなたたちがやってくれという意味なのか。 

 

そういうことではないんだろうと思います。 

 

うん、そういうことではないんだろうと思いたいけどね。 

 

この文言は、行政の逃げ根性が入っているように思えますね。 

 

前回のは、違ったんだけどね。「厳しい財政状況の中で持続可能な財政

基盤を構築するため、公共サービスは行政が担うという従来の固定的な

考え方を見直し、町民・団体・事業者・行政が役割分担した新たな取り

組みが必要となっています。」と、これだったら良いと思うのだけども。 

 

前回使っていたものをかみ砕いていくということで、わかりやすいか

たちにと考えました。どうしてもニュアンスの部分で、人によって捉え

方が違ってきますね。 

 

押し付けの文章の排除と、硬い文章はかみ砕いたのでしょうね。 

 

それはわかるが、なんかちょっと引っ掛かる。 

７ページを見たらわかるが、協働というのは、皆で何かをやっている

という一体感のことなんでしょ。どちらかといえば、行政サービスを引

き受けることで、また、町民に一体感が生まれるような。 

村口さんがやっている見守り隊だって、別に写真を見れば、学校の前

に立っているようにしか見えないが、その活動だけではないでしょ。常

に見守っている。 

 

自助的な部分が強く出過ぎたというか。 

 

ここの文言ですが、完全に残す案と、前回のものに戻してもよろしい

ですし。その間をとるか。 

 

持ち帰って、精査したいと思います。 

 

他、ございますでしょうか。 

 

私から、ひとつ質問なんですが、５ページの各役割の円の大きさは、

文字数の関係で、このようになったということでよろしいですよね。 

ただ言いたいことの文字数の差で大小異なっているということで。 
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お 発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

早田会長 

 

 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

早田会長（司会） 

 

井上委員 

 

大野委員 

 

小澤政策担当 

 

早田会長 

 

 

旭委員 

 

 

早田会長 

 

 

 

小澤政策担当 

 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そうですね。レイアウト上でそうなったということです。 

だから、これを同じ大きさで見る方が、見やすいのであれば変えます

し。 

 

ある人から見れば、町民の役割は小さいのかなと視覚的に思っちゃう

のかもしれない。同じ大きさにすればいいということに、私は判断でき

ない。 

 

ここでいうと、５つの円なので。配置的には、同じような円を置くの

は可能なので、表紙のように同じ大きさの円であれば、一体感があるよ

うに思えます。 

 

これに関して、皆さん、何かありますか。 

 

バランスは悪いと思う。 

 

どうせなら、表紙の円と同様に、各円の色を合わせた方がいい。 

 

はい。 

 

そしたら、色の方も。真剣に町民の色って、何色だろ。行政の色は、

何色だろとか、固定してもいいかもしれません。 

 

パッと見、早田さんが言ったように、大きさによって、何か意味があ

るのかなって、思ってしまう。 

 

今後、小さい円が膨らんでいけばいいと、ストーリー性も考えたので

すけど、見た時にバランスが良くないということであれば、円の大きさ

も合わせて、また、色の統一感も表紙と合わせてということで。 

 

色と言えば、まさに４ページの円が表紙と同じ色合いなので、やっぱ

り、そこは統一してと思います。 

 

もう一ついいですか。 

６ページの⑥の「それぞれの得意分野を活かし、どのような役割を担

うかを明確にして取り組み…」の「明確に」って、明確にはしなくてい

いと思うのだけど。尊重しとか、もう少し緩い言葉の方がいいと思う。

明確にだったら、得意な人だけが、それをやればいいということになる

んじゃないかと思う。 

「協同」の反対であれば、分業になるでしょ。皆、分業でやれば、仕

事も早く終わるっていう話しになるでしょ。でも、この「協働」という

言葉であれば、早く終わらせる必要もない。むしろ、皆でやったから良

いという部分があるでしょ。手早く終わるのであれば、行政に任せれば

いいけど、そういうことではないんじゃないかと思う。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

早田会長 

 

 

清野委員 

 

 

 

 

 

井上委員 

 

早田会長 

 

 

齋藤副会長 

  

 

 

小澤政策担当 

 

井上委員 

 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

井上委員 

 

 

 

小澤政策担当 

 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

疋田委員 

 

早田会長（司会） 

 

村口委員 

 

 

 

 今後の協働というのは、より高い次元を目指すために、地域住民のい

ろいろな各団体の力を出し合ってというようなこと。 

 

 ２ページの協働の求められる背景って、①に受け継ぐ知恵や経験が途

絶えがちになっていますと、それは何か話しが変で、専門家だけだった

ら、専門家しか受け継げなくなってしまう。あまり、こだわる必要はな

いかもしれないが、役割を明確にしてまでというのは、どうなのかなと

思う。 

 

大事に考えて取り組みを進めるとか。もう少し柔らかくね。 

 

６ページに関しては、もう少し柔らかくというか、オブラートに包ん

でということでお願いします。 

 

すみません、６ページ目の吹き出しの部分で、協働という言葉で始ま

っているので、協働にかぎかっこを付けた方が、よりインパクトを与え

られるかと思うのですけど、いかがでしょうか。 

 

はい。そういった意見をどんどんお願いします。 

 

可能かどうか質問なんですけど、６ページの①情報を公開しようで下

線を引っ張っていますよね。次の文章が始まるところとの行間をもう少

し開けることは可能ですか。スペース的に、７つ入れるのは難しいかと

思うのですけど。気持ち行間を開けることは可能ですか。かなり厳しい

ですか。 

 

そうですね。ちょっとやってみてですね。 

 

２ページ目もそうなんですが、線を引いた後の次の文章が始まるとこ

ろを、ほんの少し行間を開けるだけで、見出しと次の文章とが読みやす

くなると思います。 

 

もし、それが難しいようであれば、字体をゴシック等に変えて、目立

たせる工夫をするかですね。ちょっとやってみます。 

 

全ての行間を開けるのではなく、下線が引いてある次の行を開けると

いうことですね。 

疋田委員、どうですか。 

 

特別ありません。次々と意見が出てくるので。 

 

村口委員、どうですか。 

 

先ほど、清野委員が言われた「明確に」ということで、俺はこれがで

きるよ。私はこれができるよと、それを明確にすることではないかなと。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

清野委員 

（前項に引き続き） 

 

 

 

 

村口委員 

 

 

 

清野委員 

 

 

 

早田会長 

 

 

 

清野委員 

 

 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

 

小澤政策担当 

 

早田会長 

 

小澤政策担当 

 

 

早田会長 

 

 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

早田会長 

 

 

それを明確にしてしまうと、協働の取り組みをするときに、暇な人、

忙しい人も、お金持ちもお金のない人も同じような時間を費やすことに

なれば、それが一番理想的な話しだと思う。俺は、これが得意だから、

貴方にこれを任せたら早いからというのは、ちょっと疑問である。文章

中の明確がどっちの意味なのか。どう捉えるのか。 

 

結局、不得意なことは、皆でやらないといけないでしょ。得意なこと

は、得意な人たちがやって、不得意なことは、その人に無理言ってやら

せることはないでしょうし。 

 

そしたら、協働の求められる背景の一番初めに出てくる、受け継ぐ知

恵や経験が途絶えがちになっていますということは、普通の人はいろん

なことをやれという意味でないかなと思うんだよね。 

 

できることを自分でやるということと少しニュアンスが似ているなと

思う。協働の中に隠されている一つのキーワード「自らやる」というボ

ランティア的な部分が見え隠れしている。 

 

道路の草刈りだって、貴方上手だからって、その人ばかりにお願いし

てもいいことではないでしょ。 

だから、あまりにも明確にというのは、どうかなって思った。 

 

６ページの⑥と２ページの①の部分は、整理をしていただいてと思い

ます。 

他、どうでしょうか。 

小澤さん、あとこれはもう一回ぐらいやるんですかね。 

 

そうですね。９月ぐらいにと思っているんですけど。 

 

今日の意見で、修正したものをですか。 

 

はい、事前にお送りさせていただいて。それで、最終的なかたちをと

思っています。 

 

お願いがあるんですけど、これは皆さんで作っておりますが、各自皆

さん、一人ひとりが責任を持って、自分が作っただよと、出せるぐらい

にしたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

すみません。先ほど、小澤が最初に説明した補足ということで、行政

と議会の関係で、９ページだけで終わるのではなく、その他表紙、文章

の中にも追加することを補足説明させていただきます。 

 

行政のひとワードだけではなく、「議会と行政」ということで、今後各

ページに追加するかもしれないということでよろしくお願いします。 

最後のページには、「…事業者・議会・行政…」と入ることでよろしい

でしょうか。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

小澤政策担当 

 

 

早田会長（司会） 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

早田会長 

 

小澤政策担当 

 

 

早田会長（司会） 

 

平田委員 

 

早田会長（司会） 

 

旭委員 

 

小澤政策担当 

 

 

 

 

 

 

 

早田会長 

 

小澤政策担当 

 

露口まちづくり主幹 

 

 

 

早田会長（司会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうですね。自治基本条例上では、「議会及び行政」と並べて、協働の

原則として謳われていますので。 

 

今なければ、持ち帰ってというふうになりますが、特にないですかね。 

 

今回、ご意見をいただいたことに対して、事務局側で整理させていた

だいて、改めて提案させていただきます。また、その時に、漫画版も間

に合えば、それを案として出させていただきたいと思います。 

 

間に合わなくても、一度は見たいですね。 

 

そうですね。現委員の任期が、１０月８日までですので。その前には

と考えています。 

 

平田委員、全体をとおして何かありますか。 

 

ないですよ。 

 

旭委員、何かありますか。 

 

何もありません。 

 

一応、目安ですが、２週間後に会議録と一緒に修正後の協働のマニュ

アルを同封したいと思います。 

個別に要望、意見等ございましたら、お電話でも構いませんので、ご

連絡ください。 

あと、一点よろしいでしょうか。 

８月１日付けで、次のまち育新聞の発行を考えています。 

なお、今回は、社会福祉協議会をメインに作成しておりますので。 

 

今作成している、この冊子の予告はないの。 

 

そうですね。 

 

あと、先ほどの議会と行政ですが、どちらが、先の方がいいでしょう

かね。自治基本条例では、「町民、議会及び行政…」となっているので、

議会が先の方がいいでしょうね。 

 

ありがとうございます。 

また、２週間後以降に、ご意見をいただくのも構いませんし。前もっ

ていただいても構いませんので、よろしくお願いいたします。 

それでは、（２）その他の部分で何かありますか。 

 

皆さんの方から、何かありますでしょうか。 

それでは、第２期美幌町自治推進委員会の第１０回目の会議を終了さ

せていただきたいと思います。齋藤副会長、一言よろしくお願いいたし

ます。 
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等) 

 

齋藤副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一同 

 

 

  

 

閉会 

 

皆様からご意見をいただきまして、無事に今日用意されました議案の

方を滞りなく終了することができました。本当にありがとうございまし

た。 

皆さんからいただきました意見については、このあと事務局の方で、

集約・整理していただいて、次回の委員会が最後となると思いますので、

誰が見てもわかりやすい、そういった資料を提示していただけると思い

ます。先ほど、会長の方からお話しがありましたけども、こうやって、

忙しい中お集まりいただいて、意見も交わしてきたわけですから、委員

一人ひとりが、私が作ったと、胸を張って言えるような協働の冊子を作

れればと思っていますので、最後いいかたちで第２期の自治推進委員会

を締めくくりたいと思います。 

本日は、最後までご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 


